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            李林・山本:ポ リビ オ ール の 末 端 基
 粉末の場合よ り多少減少 して居る(0.27～0.15mg)が 矢張 りCOOH基 が大艦のオーダに於
いて粉末 と同様に存在 して居 る事が分 る.
 (ハ)分 裂敷(K値)を 異 にする場合      .
 重合條件に依つて分裂数が異つて來 ると言 う享,・特に乳 化重合4)に 就いて著 しい事であるが
種々の乳化條件下で得 られたポリビ6オ ールに就いて行つた實験結果を第3表 に略記する.
分裂す磯 ての齢 が エステ・贈 であ・と傑 ・,分 難(     1   1K=PAI'-pPI,)と末端基の
量 の關係 を求 め ると大罷45。 の傾角を持つた直線 闘係 が得 られるはすで あ るが,實 験の結果 各
々の重合 條件 に属 す る各群 に於 いて之の關係 ば直線 とな るが條 件を異 にすれば是 の直線 關係の
傾 角が異 つて來 る事 が 明瞭 に認 め られた.之 の事 か ら乳化重合 の條 件に よればかな らす しも生
す る異種 結合 は エステル結合 ばか りではあ り得 ないと言 う事 になろ うと思 う.
 結 び 以上簡 軍 にメヂレンブ ラウ法に依つ てボ リビイオールの一 つの末端基(-COOH
基)を 定量 し酪酸 ピイ ニールの重合操作 やボ リビイ オール繊維 の紫外線 吸牧(特 に短 波長紫外
線 に よる合 成 一號 の脆 化)等 の諸現象 に關 する知見 を前進 せ しめ る一助 とした.
 本研究 先は櫻 田,岡 村爾 教授 の下 で主 として山本 昭二,廣 田美津江君 の助力の下 に行 われた
事 を記 し感謝 の意 を表 す る.
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 前報1)の實験 では何れ も1種 類の毛細管を用いて居たが,そ の後流出量 と勢断歪力の關係を
明確にする目的から,直 径 及長 さが相互 に異 る撒種類の毛縮管を用いて廣範圏に墜力を攣化し
て流出量Qcc/分 を測定 したが,そ の結果に就て簡軍に報 告する.
                   (53)
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                實    瞼
蠣 歪力は脳 的に §書(R・ 牛径 ・・拗 レ 管の長・)で 示 ・れ・・細 ・省略す・
がHagen,-Poiseuille(H.・P.)法 則 には從 はないが毛細管 内で は定厭且 つ贋流で あ るな らば,
      Q-・・R・F(RP2L)_     (1)
(但しF()は 画数記號)な る關係式が成立する事が純理論的 に明にされて居 る2、か ら吾々は
(1)式を獺 して&及 び5/蹴 て貿瞼撒 を撚 しア・濱 礁 伽 ・ボ・ビオールは
平均重合度920,實 験を行つた濃度範嗣は約斗0%よ り60%迄 であ り,何 れ も80℃に於て測定を
行つた.實 験装置及び測定方法ぱ前報告1)時 と同様である。
                實 瞼 結 果
 結果の一部にて示す.
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 50%,53%,56%,59%に就 てのデー ターは紙面の都合上省 略す る.
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 若 し上表 に示 した實験結果が,(1)式 の内容を満足す る      第1圖
な蝋 帝 蝿}直 触 概 で一*の醐 或は醐 を 601   ・・
與 えるわけであ り,且 つF()な る薗数 をそれか ら見付け
る事が出來 る.                         SO            tV
 第1圖 には上表の敷値及び省略されて居る他の實験激値   ,     ラ   Vl
に就て作圖した結果が示 されて居 る・第1圖 を見て明かな  4・o    、。
、如く膿 虹 就て毛縮 の酪,長 ・,鋤 哩 化噛   //%
ら秩 。1本の蠕 上・蹴 鮪 は樹 、わつて貼 かか s・/ン1づ 〃 躍
・高霰 溶椥 ・於て・漁 は定鞭 月轍 あるこ・が分か 撃/〃/霞li
る.圖 は爾軸 共剴数 目盛 で あ るか らH-P法 則 に從 う流 れ   '「 刃.   翻o叫 八異、
は明かに圓上 を45度 の勾配 で切 る直線で現 され る.
剥 ビ」t" "ル 撒 の激 酪 激 の曲線荊 歪加 於て ㍉ 竺一縣,1ち6fi
それに傾斜が近似 し,か か る歪力下では構造粘度は比較的
小 さいと去い得 る.而 し或 る高歪力領域に至 ると急激に流量は増加す る.第1圖 の曲線は此の
場合にも&-A(RP2L)・P-(寄)㌦ ・簡軍な・實鰍 の磁 す・事を示・・先のF(署)
なる画蝕を知b得 たわけである.此 の式は歪力が小
さくなるにつれ瀞 の型鵡 一.ト 。のそれに近   第2璽
                         駐O
似す る事黎示す.1圖 よ舅{掛 粘度は歪 力に依 り攣         ee,1. ,
化する事が分かるが第2圖 に見掛粘度と重力間の關                                67
。
1難 難 鱗lll三§
度 が低下 す る25・10・dy・ ・/・m・ 以上の高歪力部 go艶42 5.05866
・・於て ・一 辮 ・貴 ・(Eo"1/2f嚇 κ「廻 パ 月'2吻(罫'0り
適慮 す る事 を認 め,流 動軍位 の流 れ方向 えの攣位 に際 し,ヱ ネルギ ー的 に歪 力の効果が顯著 に
關 與 して居 ると考 え られ る.
 絡 に臨み御指 導を給 つた櫻田敏授 に感謝致 します.
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